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北陸の 平野地盤と地盤情報 デー
タベ ー

ス の利活用に向けて
一

The 　Alluvial　Plain　Deposits　and 　the　Geological　Information　Database　in　Hokuriku 　Region

鴨　井 幸 彦 〔か も い ゆ き ひ の

  興 和　技師長

1． は じ め に

　近年 ， 実務者や 研究者 の 間で 平野地盤 に 対す る 関心 が

高ま っ て い る。そ の 背景 に は，沖積層 の研究が堆積相解

析 や年代 測 定 の 導入 を き っ か け に 質的 に 変 化 して きた こ

とや，最近相次 い だ 地 震 に よ り地 盤 と被害 の 関係の 重要

性 が 改め て 認識 され た こ と な ど が あ る と考 え られ る。

　
一
方，地質柱状図 な どの 既存地 質調査資料 の 散逸 を防

ぎ，国民共有の 財産 と して 広 く活用す る べ きで あ る とい

う考 え が と くに 阪神大震 災以 降急速 に 広 ま り，データ

ベ
ー

ス 化 の 必 要 性 と重要 性 が認 識 され る よ うに な っ て き

た 1）。こ う し た 情勢の も と，コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

技術 の 発達

と相 ま っ て 各 地 で つ ぎつ ぎ とデータベ ース が作 られ る よ

うに な り，そ の 利 活用 例 も大 幅 に増 えて い る 。 本稿で は ，

こ れ ま で の 研究に よ っ て 明 らか に され た 北陸地方 に おけ

る平野地盤 の 概要 と，地 盤情報 の デ
ー

タベ
ー

ス 化の 現状

お よび 利 活 用 例，今後の 展望 や課 題 に つ い て 紹 介 す る。

2． 北陸の平 野地盤概観

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニL
　 占代ヤ マ ト王 権時代，北陸地 方 は越 と呼ば れ ， 現在 の

福井県 か ら山形県の
一

部 に ま た が る，い ち じる し く細長

い 範囲 を指 して い た 。律 令時 代 に な っ て越 前 ，越 中，越

後 の 3国 に 分 け ら れ た もの の ，や が て 能 登 が 越前 か ら

分離され （越中 に編 入 され た 後，再分離），続 い て 加 賀

が独立 し，今 日に い た っ て い る。この うち 能登 と加 賀が

現在の 石 川 県，越 中 が 富山 県，越 後 に佐 渡 を 加 え た地 域

が 新潟県 に それ ぞ れ 該当 して い る。

　 北陸地 方で は，沖積 平 野 は 沿 岸 部 に集 中 し，大 小 の 低

平地 が 海岸線沿 い に 連続あ るい は 点在 して い る。個 々 の

平野は，日 本海 に ほ ぼ直交 して 流れ る 多数 の河 川 沿 い に，

そ れ ぞ れ 異な っ た 地 形条件 下 で 独 自に発達 して きた も の

で ひ と く く りにす る こ とは で きな い が，各県 ご との 平 野

地 盤 の 特徴 を あ えて 述 べ る とす れ ば，新 潟 ，石 川 が 「砂

丘 に よ っ て 閉 じ られ た 潟 の 埋 積 タ イ プ」，富 山 が 「扇状

地 タ イプ 」 とな ろ う。地 盤 の 特徴 は 地 形条件 に 強 く依存

して い る。そ こ で，こ こ で は平 野 地 盤の 特徴 を地 形 的背

景 や地 盤形成史 と関 連づ け な が ら，平 野 ご とに概観 す る 。

　 2．1　新潟県の 平野地 盤
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く に な か

　新潟県 に は越後，柏崎，高田，国 中の 四 つ の 主 要 な 平

野が あ る （図
一 1）。そ れ ぞ れ の 地 盤 の 内容 ・特 徴 は

『新潟県 地 盤 図』
2丿に くわ し い 。

　越後平野 は 面 積2070km2 を 有す る 日本海側最大 の平

野 で，縄 文 海 進 に よって 生 じた 入 江 が そ の 前 面 に 形 成 さ

れ た 砂 州
・砂堆 に よ っ て ふ さが れ て 潟 とな り，そ こ が埋

め 、Zて られ て 形成された もの で あ る。縄文海進高頂 期

（約6000年前） 以降の海水準安定期 に お い て，こ の 砂

州
・砂 堆 の 海側に 砂 堆列

・砂 丘 列が つ ぎつ ぎに 付加 して

浜堤列 平野 が 形成 され た 。新潟 市 中心 部 は こ の 浜 堤 列 上

に 位 置 し，地 ドに は 厚 さ 約 40m の 砂 層 が 広 く分布す る。

　越後平野 の 内陸部は，デ ル タの 前進に より潟が埋め ら

れた もの で ，砂 シル ト互層 を主 体 と し，N 値 の 低 い 粘

性 土 か ら な る軟弱 地 盤 は 意外 に 少 な い 。厚い 軟弱地盤の

分布は，地 形的 な ひ そ み を な し，水深 が 比 較的深か っ た
　 　 　 　 　　 ）．L 　ご　　

　
　　　　　　　　　　　 こ　しろ 　ね　／

／t／．．
岩船潟，紫雲寺潟 ，福島潟，古白根潟 な ど，特定の 地域

に 限 られ て い る 。

　 ま た，越後平野 の 沖積層で 特筆すべ き点は，中央部 に

お い て 層厚が150　m を超 え て い る こ とで あ る 。 こ れ は，

当該地 域 が 鮮新世 以 降約 300 万 年 に わ た っ て つ づ く沈降

帯 に 位置 し て い る こ と と 関連 し て い る。

　柏崎平 野 は お ぼ れ 谷 地 形 を反 映 した ア メーバ 状の 不 定

形 で 複雑 な 外形 を持 つ 。 こ の た め ，沖積層基底面の 形は

凹凸に 富み，沖積層 の 厚 さは 場所 に よ り大 き く変わ る。

　ま た，沖積層 は軟 らか い 粘性 土 を主 体 と し，砂 の 介在
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ばんヒん

は少 な い 。こ れ は海岸線 に 沿 っ て 更新統 （安 田 層，番神

図
一1　 新潟県 に おけ る 各平野の 地 形的配 置

　 　 　 （文献 2）を参考に 作成 ）
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砂層）が 張 り出 し て い た こ とで 口本海 へ の 出入 り 口 が 狭

まり，内陸に 穏や かな水域が形成されたた め と考 え られ

る。

　高 田 平 野 も柏崎 平 野 と同 様 日本 海 へ の 出 入 り 口 が狭 く
か た ま ち

（潟町 砂 丘 ）， 堆積の 場 （お ぼ れ 谷）は穏 や かで 粘性土 を

主 体 と した 堆積物 に よ っ て 埋 め られた。沖積層の 基盤は

最終氷 河 時代の 扇 状地 性 堆積物 か ら構成 され て い る た め，

基底面 は比 較的平坦 で 深 さ は 60m 付近 に そ ろ っ て い る。

　 国 中平野の 沖積層 は ，台地 に 刻 ま れ た 谷地 形 を 埋 め て

堆積 した もの で あ る 。 谷地 形 が樹枝状 に 発達す る た め基

底面は 複雑 で あ る。谷が 浅い た め 沖積層の 厚 さは 20m

程度 と比較的薄い が，海成粘 十一を主体 とす る。ま た，表

層 約 5m は 氾 濫 源 性 の 堆積物 か ら な る が，こ れ は，八

幡砂丘 の 形成に よ る 内湾 か ら潟へ の 堆積環境の 変化 を示

す 。

　2．2　富山県 の 平野地盤
　 　 　 　 　 　 　 　 　 く れ 　は 　や It　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 ヒ う

　富山平野は中央の 呉羽 山丘 陵を境 に 呉東地域 （狭義 の
　 　 　 　 　 　 ご けけ　 　 　 　 　 　 　 あ　 まみ 　 　 　 　 　 　 　 い 　・s ず

富 山平 野） と呉 西 地 域 （砺 波平 野 と射 水 平 野） に 分 け ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いう る ぎ

れ る
3） （図

一 2 ）。そ れ ぞ れ の 酉縁 に は 石 動断層，法林

寺断 層，呉羽 山 断層 とい っ た 北東
一
南西 （跡津川 方向）

に伸 び る活 断 層が あ る こ とか ら 断層角盆 地 と．見 られ る。

　呉東地域 に は，激 し く隆起す る IZ 山連峰か ら供給され

る大量 の 土 石 に よ っ て形成 され た 見事 な 扇状地 群があ り，

北 部 の 黒部 川 扇 状地 ・片 貝 川 扇 状 地 の 先端 は 直接 日本 海
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［，l う か んじか わ

に 達 し，波浪 に よ る 侵食 を受 け て い る。常願寺川扇状
　 　 に お．ーt ）が h

地 ・
神通 川 扇 状地 は，富山 市 街 地 付近 の 手 前で 氾濫原 性

低地 に 移行す る 。 富山平野 （狭義） の 氾濫原性 低地 の 地

下は砂層が優勢 で ，沖積層 の 層厚 は 20m 程度 で あ る 5｝。

　呉 西地 域 は，内陸の 砺波平 野 と海側 の 射水 平野か らな

る。砺波平野は ほ ぼ庄川扇状地 に 重 な り，主 に 礫層 か ら

構成 さ れ る。射水 平 野 は ，東西 に あ る 海 に 向 か っ て 突 き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふトぢ み ぬま

出た半島状 の 出 っ 張 り （呉 羽 山 丘陵と二 L山）に挟 ま れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

’t　tb　’／，ゑうコ
た入江が埋 め 立て られた もの で ，埋 め 残 りが 放生津潟 で

あ る。表層 地 質は ，内陸部が 粘性上主体で 軟弱地盤を形

成 し，海岸部は 砂 勝 ち の 砂 シ ル ト互 層 か らな る 5〕。
　 　 　 　 じ 　　・t
　 さ ら に 氷見平野 は，お ぼ れ 谷の 前面 が 砂 丘 に ふ さ が れ

て埋 積 した もの で ，と こ ろ に よ り粘性 土 が 厚 く堆積 す る。

　2．3　石川県 の 平野地盤

　金沢平野は北東
一
南 西方向 に 伸 び る海岸線 に 沿 っ て 形

成 さ れ た 長 さ 約 60km ，最 大 幅 10km の 海岸平 野 で ，中
　 　 て　と

／
／　．／，tわ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か ほく

央 の 手取 川 扇状地 に よ っ て 北部 の 河北 平 野 と南 部 の 小 松

平 野 とに 分 け られ る
6｝ （図

一 3 ）。二 つ の 平野は ともに，
う ち な た

内灘砂 丘 ，小 松 砂 丘 に よ っ て そ れ ぞ れ 前面 をふ さが れ て

で きた潟 が 埋 積 さ れ て形 成 され た もの で あ る。

　河北平野の 東縁 は森本断 層 に よ っ て 境 され ，沖積層は

こ こ か ら 急に 厚 く な り，ド半部 は 主 に 砂 シ ル ト互 層，上

半部 は軟 弱 な 粘性 土 か ら な る。層厚 は 河北潟の 海岸部 で

もっと も厚 く約 70m に達す る 。 金 沢 市 街 地 は丘 陵 ・段

丘 面 と沖積面 に ま た が り，丘 陵 と沖積面の 境 界 は 断層 で

接 し，平野側の 地 下 に は 最終氷期 の 扇状地 性 礫層 が分布

す る。沖積層は こ の 礫層 に ア バ ッ トす る よ うに 堆積 し，

金沢 市 街 地 で は礫 ・砂 ・
シ ル トの 互 層 か らな り層厚約
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図
．− 2　 富 山平野の 地形 略図 （文献 4）を 参考 に作成 ）
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図
一3　金 沢平野の 地 形 略図 （文献 6）を 参考 に作成 ）

20m で ，海岸 に 向か っ て 厚 くな る。

　 手 取 川 扇 状 地 は 主 に最 終 氷 期 に 形 成 され た礫 層 か らな

り，厚 さ 約 50m で ，先 端 は 沖 積 面 下 に も ぐ っ て 海底 へ

とつ づ い て い る 6）
e

　小松 平 野 の 南西 部 は 樹 枝 状 の お ぼ れ 谷 が埋 積 さ れ た も

の で ，谷奥 の 埋 め 残 し が加 賀三 潟 （柴山潟，木場潟，今
え

江 潟） で あ る。沖積層 の 層厚 は 約20m と 比 較的薄 くN

値 の 低 い 粘性 土 を 主 体 とす る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お う ち

　なお，能登半島の 付け根 に は邑知低地帯 と呼ばれる特
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 び

セ
コ 　 うさ A，

徴的な 地 溝状 の 凹 地 がある。こ の 凹 地は，両 端を眉丈山
　 　 　 　 　 　 P きttう とん

断層 （北側），石 動 山 断層 （南側） とい う二 つ の 逆断層

に よ っ て 画 さ れ て い る 3）
。 沖積層 の 厚 さ は 10〜20m と

　 　 　 　 　 　 　 Tt　 ） に す

比 較的薄 い が，千 里 浜 側 で 急 に 深 くな り50m を 超 え

る
7）

e

3． 北陸にお ける地盤情報デ
ー

タ ベ
ー

ス

3．1 紙媒体 に よ る データ ベ ー
ス

（1） 新潟県

地 盤情報 デー
タベ ー

ス と して 新潟県で 最初 に 公表され
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表一1　 北陸地域 に お け る 既存の 地盤 図 ・地盤図集
一

覧表

番 下
号

名　 称 発行

年

編 集 者 発 行 者

L 富lil県 射水地 区 の

地盤

1963 建 設 省 計画 局 ・
富山

県

大蔵省印刷局

2 新潟 県 建築 地 盤 図

集

1954 （社 噺 潟 県建築 士会 〔社 ）日 本 建 築 学

会北 陸支 部

3 新潟 地区 の 地 盤 1967 建 設 省 計 画 局 ・新 潟

県

大蔵省 印刷 局

4 金沢 地盤 図 1958 （社）石 川 県 建築 士会 （社）石 川 県 窟 築

士会

5 金 沢 地盤 図 第 2

集

1975 （社 ）有川 県建 築 七会 〔社 ）石 川 県 建築

士 会

5 富山 県 平野 部の 地

盤 図集

1979 建 設 省北陸地 方建 設

局・北陸 技術 事務 所

（社）北 陸 建 設 弘

済会

7 上越新幹線 〔水上 ・
新 潟間）地 質 図 1980

日 本 鉄道 建設 公 団

新潟新幹 線 建設 局

1体 鉄 道建設公

団

8
新潟 県 平野 部の 地

盤 図集 〔新潟平野

編）

1981
建設 省北陸地 方建 設

局
・
北睦枝術事務所

（仕）北 陸 建 設 弘

済会

9

新 潟 県 平野 部 の 地

盤 図集 （柏 崎 ・高 閏

平 野編〕

1981

建設 省 北陸 地 方建 設

局
・北 陸技術事務所

（社）北 陸 建 設 弘

済会

10 石 川 県
i
ド野 部 の 地

盤 図 集

1982 建設 省 北睦 地 方建 設

局
・
北 陸技術 事務 所

（社）北 睦 建 設 弘

済 会

11 石 川 県地 盤図 ］982 イf川 県 地盤 図 編集 委

．員会

北 陸経済調 査会

12 金 沢 地 盤 図 第 3

集

　 19851 （社〉石 川 県 建築士 会 （社）石 川 県 建 築

士 会

13 新 潟 県 地 質 図 　 2000

〔2000 年 版）　 　 　 1

新潟 県 地質 図 改訂 委

員会

新 潟県

14
小 松 ・能 美 地 区 地

盤図 2000
（社）石 川 県建 築± 会

小松 ・
能美攴部

（祉）石 川 県 建 築
士 会小 松・能美

攴部

15 新 潟県地 盤図 2002 新潟 県瓲盤 図 編集委

員 会

（祉）新潟県地 質

調 査業協 会

た もの は，1964年発行 の 「新潟県建築地盤 図 集．1 で あ

る （表
一 1）。こ れ は （後期）高度成長期 に 急増 した 建

築基 礎調調査 デー
タ を集成 し た もの で ，県内各地 の 主 に

市 街 地 の 表層地 盤 に つ い て N 値 と 土 質構成 を 示 した も

の で あ る 。

　そ の 後 ， 1967年 に 新潟市街地 お よ び そ の 周辺部 の 地

質デ
ー

タ をま とめた 「新潟地区の 地盤」 が 出版 さ れ た。

こ れ に は 十質試験デ
ー

タ が 多数示 され る と と もに ，表層

地 盤 の 特徴 に つ い て 地 形 や基 盤 地 質 とあ わ せ て 詳 しい 解

説が なされ て い る。

　
一

方 ，高度 成 長期 に相次 い だ 上 越新幹線や 高速 道路の

建設 に 伴 う多数 の 地 質調査 デー
タが 集積 さ れ た こ とな ど

を受 け ，1981年 に ，それまで の ボー
リン グデ

ー
タ を集

大 成 した 「新 潟 県平 野部 の 地 盤 図 集 （新潟 平 野編），同

（柏崎
・
高 田 平野編 ）」 が 出版 さ れ た。こ れ は，2 万 5 千

分の 1 地 形 図 に プ ロ
ッ トさ れ た ボ

ー
リ ン グ位置 に 対

．
応

す る形 で 多 数 の 地 質 柱 状 図 を収 録 した もの で あ る 。

　 1990年代 に入 っ て，年代学的 デー
タ が 蓄積 さ れ て く る

に した が い ，沖積層 の 層序 の 見直 し が 行わ れ ，同時 に 堆

積環境 を 考慮 し た よ り精度 の 高 い 地 質断面 図 の 作成 が 求

め られ る よ う に な っ て き た
。
2002 年に 出 版 さ れ た r新

潟 県地 盤 図』 は，こ う した 要 請 を い ち 早 くキ ャ ッ チ して

作成 され た もの で ， 最新 の 研究成 果を 取 り入 れ た新 しい

解釈に よ る地質断面図が 特徴 で ある。本書は，現在 で は，

新潟県内 に おけ る平野地盤調査 の指標 とな っ て い る。

　  　富 山 県

　 富 山 県 で は，1963年 に い ち 甲・く 「富 lll県 射 水 地 区 の

地 盤 」 （表一 1） が ま とめ られ て い る 。 そ の 後 ，
1979年

に ，高度成長期 に 集積 され た ボー
リ ソ グ をも とに ，県全

26

体を 対 象 に した 「富山 県平 野部 の 地 盤 図 集 」 が 出版 さ れ

た。こ れ は地質柱状図 とその位置，お よび地区を代表す

る地 質断 面図か ら構成 され て お り，現 在 も富 山 県内 に お

け る平野地盤 に 関す る 基本文献 と して 広 く活用 さ れ て い

る。

　 （3） 石 川 県

　石川県 で は，石川県建築士 会 に よ っ て ，金沢市周辺 の

地 質柱状 図 が と りま とめ られ ，1968年 に 「金沢地 盤 図 」

（表
一 D と して 公表 され た。そ の 後，1975年 と1985年

に デ
ー

タが 追 加 さ れ ，2000年 に 「小松
・
能美地 区 」 が

加 え られ た。1982年 に は，系 統 的 に集 め られ た 地 質 柱

状図 を も とに して 「石川県平野部の 地盤図集」 が 出版さ

れ た。ま た，こ れ と同 時期 に 「石 川県地 盤 図」 が作成 さ

れ た が ，こ れ は地 質断 面線を格子状に配置し，地質断面

図 の 数 を 大幅 に 増 や し た もの で あ り，「石 川県平野部 の

地 盤 図 集．」を補完す る 内容 とな っ て い る。

　 3．2　デ ジ タ ル デ ータ に よ る デ ータ ベ ー
ス
ー「ほ くり

　　　 く地盤情報 シ ス テ ム 」
−

　1980年前後に 相次 い で flJ行 さ れ た ，「平 野部 の 地 盤 図

集」 が す で に 出版 か ら 20年 以 上 が 経過 し て い る こ とや，

デ ジ タル デー
タ が

一
般化 し つ つ あ る 最近の 趨勢 を受 け て ，

2005年 に 「北 陸地 盤 情報活用協議会」 （以 下 「協議会」）

が 設 立 され ，北陸 3 県を 対象 と した，イ ン タ
ー

ネ ッ ト

で 閲覧が可 能な シ ス テ ム の 検討 が始 ま っ た。そ して ，

2008年 1 月 に 会員制 の 「ほ く り く地 盤 情報 シ ス テ ム 」

の 運用 が始 ま っ た
B〕。2010年 9 月現在 の登録デ

ー
タ数 は

約25000 本 で ，会 費 は シ ス テ ム の 維持管 埋 と登 録 更 新費

用 に 充 て られ て い る 。

　 3．3 北陸におけるデ
ー

タベ
ー

ス化の 課題

　現在，本格運用 を 開始 し 3 年 目 を 迎 え た 「ほ く り く

地 盤 情報 シ ス テ ム 」 で あ るが 課 題 も 多い 。主 な もの を挙

げ る 。

　  利用 者 が 会員に 限定 さ れ て い る こ と。

　
・「地 質 デー

タ は，後 世に 伝 え るべ き国民共有の 財産

　　で ある 」 とい う視点 に立 て ば，国 が
一

元 的 に管理 ・

　　公開す る の が 望 ま し い 姿 と考 え られ る 。 「協議会」

　　で も，将来の
．一

般公開 を 目指 し て い る が，運営費

　　用 を ど うす る か な ど難題 が 山 積 し て い る 。

　  新規収集データの 対 象が 土 木系 （国土 交通省，各

　　県十 木部） に 片 寄 っ て い る こ と。

　
・・
地質調査 を実施 す る 事業主 体 は 国 か ら個人レ ベ ル ま

　　で さ ま ざ まで ，公 共 機関 で も
一

般土 木 か ら，学 校 ，

　　病 院，図 書 館 ・公 民 館，行 政 事 務 所 な どの 建 築，農

　　地 整備関連 な ど多岐に わ た っ て い る。 また ，

一
般の

　　商用
・
住宅用 ビ ル な どの 建築確認申請時の地質デ

ー

　　タ も膨大な量 に 達 す る はず で あ る が，ほ とん どは 非

　　公開で あ る。実際，こ れ らの デ
ー

タ全 体を網羅す る

　　こ とは か な りの 困 難 が 伴 う と考え られ る た め，「協

　　議 会 」 で も，議論 の 途 巾 で 結論 は ま だ 出て い な い。

　　国 や 大 学 な どの 研 究 機関 と地 質調 査 業協会な ど の 関

　　係機関 とが 連携 す る 形 で うまく進め られ る こ とが 望

　　ましい 。
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  1979〜1982年 に 「平野部 の 地 盤図集」 が 刊行 さ

　れ て 以降，新規 に 収集が開始 され る ま で の 20数年

　間分の 多 く の デー
タ が ほ と ん ど 電子化

・
登 録 さ れ て

　 い な い こ と。
・
こ の 点 は 国に よ る一

元的な 管理 が な さ れ る よ うにな

　れば自ずと解決す る可 能性もあ る が，過去 に さかの

　ぼ っ て 作 業 す る点 に難 が あ る 。
い ず れ に せ よ，こ の

　空白期問は 官民 とも に 事業量 が 大 き く伸 び た 時期で

　あ るの で，データ量 が 多 く魅力的 で あ る。

4．　 デー
タ ベ

ー
ス の 活用 例と将来展望

　地 盤 データ ベ ースの 利活用 の 目的 と して は，　 般 に，

  業務 の 発
・
受注時 の 参考資料 とす る （既 存資料閲覧），

  研 究者 が 学術研究 の 基礎資料 とす る （研究利 用 ）， 

行政 が 防災計画や 対策 を 立 案 す る 際 の 参考資料 とす る

（地震時の 液状化被害予測などの 防災利用），  学校や社

会 で の 防災教育の 基礎資料 とす る （防災教育），  市民

が 住宅地 を選定 した り建築 す る 際の 参考資料 とす る （広

域利用 ） な ど が 挙げ ら れ る。

　し か し，「ほ く り く地 盤 情報 シ ス テ ム 」 の 利用 が
一

般

に は まだ 普及 して お らず一
部 の 利用 に と どま って い る点

や，登 録デ
ー

タが 十 分 で な く，し か も偏在す る傾向が あ

る こ とな ど か ら，本 格的 な 利 用 の 実績 は な く，将来の

デー
タの 充実 と 含わ せ ，こ れ か らの 利活用 に 期待 され る

とい う状況 で あ る 。
こ う した 中，平成 21年度 に お い て

「表層地盤情報 データ ベ ー
ス 連携 に 関す る 研究 委員会」

に よ り，新潟市中心 部 を 対象 に 「電子 地 盤図
9）1 が 作成

され た。

　4．1 「新潟地区電子地盤図10）」 の 作成

　作成 に あた り使用 し た デー
タ ベ ー

ス は 「ほ く り く地 盤

情報 シ ス テ ム 」で あ る が ，同 じ時期 に   産業技術総合研

究所 に よ っ て 収集 さ れ た 新潟県，新潟市 の データ，お よ

び北陸地方整備局が所有する未登録デ
ー

タを，関係機関

の 許 可 を得 て 使用 し た。作業は ，長 岡技術科学大学 （大

塚研究室） と新潟大 学 （保 坂 研究 室 ） の 共 同 で 行 わ れ た。

　 「電子 地 盤 図 」 は，対象範囲 に 250m メ ッ シ ュ の 網 を

か ぶ せ ， 250m 四方の 1 マ ス ご とに，枠内 にあ る ボ
ー

リ

ン グデー
タを 平均化 す る な ど して柱状 の 地 盤 モ デ ル を作

成 して い くもの で ある。本事例 で は，  新潟市中心 部 で

は沖 積層 が 非 常 に厚 く沖 積 層基 底 ま で 達す るボ
ー

リ ン グ

が きわ め て 少 な い こ と と，  砂 地 盤 が 平均40m と非 常

に 厚 い こ と か ら，砂 地 盤中 に N 値 30以上 に 変化す る変

わ り 目＝疑 似 基 盤 面 を 設定 し て検討 を 行 っ た。

　新潟市 の 場 合 ，1964年の 新潟地 震 で 激 し く液状化 し

た 実績 の あ る こ とか ら，と くに 「N 値 10未 満 で 地 下 水

位 以 下 の 層」 を 抽 出 し，層厚分布 を表現 させ た （口絵写

真
一12）。そ の 結果，1964年新潟地 震時 の 液状化分布 域

とほ ぼ 重 な り，「電 子地 盤 図」 を 利用 した 液状化ハ ザー

ドマ ッ プの 有効性 を 示唆す る結果 が 得 られ た 11）
。

　 4．2 地盤デ
ー

タベ
ー

ス の 利活用の 将来性

　北陸 にお け る地盤 デー
タベ ー

ス の 利用状況 は，本章 の

冒 頭 に 掲 げ た 5項 目の うち   既存資料閲覧 の 段 階 に と

February ，2011
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ど ま っ て お り，次の ス テ ッ プ と して ，  研究利用 が よう

や く始 ま っ た とい っ た と こ ろで あ る 。   防災利用 に つ い

て は ，こ れ か ら取 り組 む べ き直近 の 課 題で あ る。さ らに，

  防 災 教 育 や   広 域 利 用 に つ い て は，将 来 に 残 さ れ た

テ
ーマ と言 え よ う。 こ れ らを 実現させ るた め に は，よ り

一
層 の デ

ー
タの 充実が欠か せ な い。

5．　 お わ り に

　以 上 ，北陸地 方の平 野 地 盤 の 概要 と地 盤 性 状 の 解 明 に

欠 かせ な い データベ ー
ス の 現状 と問題点に つ い て 紹介 し

た が，多 くの 部分は他地域とも共通 して い る と考 え られ

る。北陸支部が 抱 え た課 題に 対 して，先進地 域 か らの ア

ドバ イ ス が 得 ら れ れ ば幸 い で あ る。

　最後 に，本稿 を作成 す るに あた り 「協議会」 や 表層地

盤 情報 データベ ース 連携 に 関す る研究 委員会 ， 北陸支部

の NIT 地盤情報活用研究委員会 の 活動 を 通じた 議論 が

た い へ ん参考 に な っ た。また，新潟大学 の 保坂吉則先生

か らは，口 絵の 作成 に あ た りご協 力 い た だ い た 。 以上 の

方 々 に 厚 くお 礼申 し上 げ ま す。
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